
Summer 10

翡翠　と書くその姿に私たちは心奪われる

より強くなる太陽の光　　　　遠い雷のざわめき

むせかえる草のにほい　　　　　青い葉のゆらぎ

キラキラとゆれる水面　　子どもたちの歓喜の声

これほどに季節が足並みをそろえても

美しい容姿は輪郭を消し

私たちをどこかで笑って観ているはずだ

夏だよ

夏だよ

どうかその姿を見せて

私たちはカメラをのぞき込みながら

小さく気高く佇むあなたに　　　　息をとめる

岩穴口亜希
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まちにわ師活動日誌＃5  「まちの風景を記録し、伝えるメディア担当」 　佐藤 正美

AERU をご覧の皆さん、初めまして。私は、まちにわ師３期生の佐藤 正美と申します。

私は、１９５７年（昭和３２年）に中野区で生まれ、９月には３回目の成人式を迎えます。
１９９０年（平成２年）にひばりが丘団地に引越して、２００２年に隣の南沢に引越し現在
に至ります。

趣味は物作りとか、機械いじりが好きでした。中学生の時は飛行機プラモデルにはまり、高
校生の時、鉄道模型を始めました。模型を作るための、資料集めの為、写真を撮るようになり、
いつもカメラを持ち歩いていて、「いいな！」と思ったもの、気になったものにもレンズを向
けています。

まちにわ師には、green drinks、green bird、まちにわリビング、メディア、コミュニティビ
ジネス、の各チームがあり、私はメディアチームに入りました。まちにわ師メディア担当と
して、最初の活動は東久留米市で唯一のかやぶき屋根を持つ、国の登録有形文化財である「村
野家住宅」を見学する、「顧想園をたずねて」というイベントにカメラマンとして同行しました。生憎の雨でしたが、室内
も見学でき、建物の佇まいや室内の建具の細工の細かさ、さらに大正時代に作られたガラスは、平面性の悪さからガラス
越しに見た景色がゆがんで見えると驚きと感動の連続でした。当日ご参加いただいた皆さん、お疲れ様でした。そしてあ
りがとうございました。

これから、まちにわ師メディア担当として活動していきますので、どうぞ、よろしくお願いいたします。

3,105
鯉のぼりが気持ちよく泳いだ 5 月は有形文化財の顧想
園へのツアーを実施。歴史ある建物を中から見ること
ができ、参加者のみなさんも感心していた様子でした。
初の試みだった BAR,118 の「シェア・マンガ・ナイト」
では各自思い入れのある一冊を紹介しながら、話に花
が咲きました。6 月にはご近所の畑でのじゃがいも掘
り。暑い中でしたが、子どもたちも広々とした畑で土
に触れられることを楽しんでいたようです。




